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第二号 武　蔵　一　宮 （２）

世
界
盆
栽
大
会
開
催
に
あ
た
り
秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
御
来
社

　
四
年
に
一
度
の
第
八
回
世
界
盆
栽
大
会
が

四
月
二
十
七
日
～
三
十
日
の
四
日
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
八
年
ぶ
り
に
日

本
で
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
は
、
メ
イ
ン
会

場
を
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ

会
場
を
当
社
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
盆
栽
美
術

館
、
大
宮
盆
栽
村
と
し
て
賑
い
ま
し
た
。
各

会
場
の
人
出
は
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
の
「
日
本
の
盆
栽
水
石
至
宝
展（
二
十
八

日
～
三
十
日
）」
が
約
四
万
五
千
名
、
当
社

が
約
一
万
七
千
名
、
大
宮
盆
栽
美
術
館
が
約

一
万
二
千
名
、
盆
栽
村
は
盆
栽
美
術
館
付
近

で
は
約
一
万
八
千
名
、
芙
蓉
園
付
近
で
は
約

七
千
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

秋
篠
宮
同
妃
両
殿
下
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
二
十
七
日
に
主
要
会
場
の
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
を
御
視
察
さ
れ
た
後
、

御
来
社
さ
れ
楼
門
内
廻
廊
や
舞
殿
に
展
示
さ

れ
た
約
三
十
の
盆
栽
を
御
覧
に
な
り
、
盆
栽

村
の
清
香
園
代
表
の
山
田
登
美
男
氏
に
よ
る

盆
栽
の
解
説
に
耳
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。



第二号武　蔵　一　宮（３）

未
来
に
つ
な
げ
る
ま
つ
り
の
心

　

明
治
天
皇
は
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）八
月
に
第

百
二
十
二
代
天
皇
と
し
て
御
即
位
後
、
十
月
十
三
日
に

江
戸
城
に
御
入
城
、新
た
に
東
京
が
都
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
同
月
十
七
日
に
は
氷
川
神
社
を
武
蔵
の
国
の
鎮

守
勅
祭
の
社
と
定
め
た
勅
書
を
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
勅
書
は
中
世
以
降
の
政
道
の
衰
え
を
敬
神
崇
祖
の
精

神
に
基
づ
い
た
道
に
復
す
る
事
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
為
「
祭
政
一
致
の
詔
」
と
も
申
し
ま
す
。
こ
れ
は
お

よ
そ
千
年
前
に
桓
武
天
皇
が
都
を
平
安
京
に
お
遷
し
に

な
ら
れ
た
際
に
山
城
の
国
の
鎮
守
で
あ
っ
た
加
茂
社
を

篤
く
信
仰
さ
れ
た
御
例
に
因
ら
れ
た
も
の
で
す
。
迫
り

く
る
危
機
的
な
国
際
情
勢
の
中
、
明
治
天
皇
は
新
時
代

を
切
り
開
く
に
あ
た
り
そ
の
御
決
意
を
氷
川
神
社
の
御

神
前
で
御
親
祭
を
執
り
行
う
形
で
お
示
し
に
な
ら
れ
ま

し
た
。
御
入
城
後
わ
ず
か
十
五
日
後
の
十
月
二
十
八
日

の
事
で
す
。
明
治
天
皇
の
私
心
の
無
い
大
御
心
は
受
け

継
が
れ
、
先
の
大
震
災
の
折
に
は
今
上
陛
下
の
お
姿
に

国
民
等
し
く
感
動
致
し
ま
し
た
。
明
治
天
皇
の
御
事
績

を
語
り
継
ぐ
事
は
国
家
の
安
寧
と
国
民
の
幸
せ
を
祈

り
、
一
人
一
人
が
我
が
国
を
良
く
し
て
い
く
決
意
を
再

確
認
す
る
事
に
他
あ
り
ま
せ
ん
。

神
事
芸
能

奉
祝
祭

御
親
祭
百
五
十
年
奉
祝
行
事

九
月
　
　
十
日
　
　
九
時
　
　
吟
道
奉
賛
会

九
月
　
十
七
日
　
十
七
時
　
　
鈴
木
鼓
友
会

　
　
　
　
　
　
　
十
八
時
　
　
豊
前
神
楽

十
月
　
　
四
日
　
十
七
時
半
　
氷
川
雅
楽
会
観
月
演
奏
会

十
月
　
十
四
日
　
十
八
時
　
　
石
見
神
楽

十
月
　
十
五
日
　
十
四
時
　
　
奥
氷
川
神
社
獅
子
舞

十
月
二
十
九
日
　
十
三
時
半
　
お
む
ら
い
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
成
三
丁
目
囃
子
連
神
楽

　
　

九
月
二
十
四
日
　
　
十
時
　
　
無
双
直
伝
英
信
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
合
兵
法
阿
字
会
奉
納
演
武

　
　
　
　
　
　
　
十
三
時
　
　
無
外
真
伝
無
外
流
居
合
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
心
会
奉
納
演
武

九
月
　
三
十
日
　
　
十
時
　
　
大
宮
武
林
会
居
合
道
杖
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奉
納
演
武

十
月
　
　
一
日
　
十
一
時
　
　
柳
生
心
眼
流
兵
法
柳
生
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
合
奉
納
演
武

十
月
　
　
七
日
　
　
　
　
　
　
大
相
撲
手
数
入
の
儀

　
　
　
　
　
　
　
十
三
時
　
　
埼
玉
県
太
極
拳
協
会
奉
納
演
武

九
月
二
十
三
日
　
十
一
時
　
　
表
千
家
献
茶
式

九
月
　
三
十
日
　
　
九
時
　
　
埼
玉
県
茶
道
協
会
秋
の
茶
会

九
月
二
十
五
日
～
十
一
月
末
ま
で
　
八
重
垣
会
提
灯
奉
納

十
月
　
十
一
日
　
　
十
時
　
　
裏
千
家
献
茶
式

十
月
二
十
一
日
　
十
三
時
半
　
大
宮
華
道
連
盟
献
華
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
二
十
三
日
ま
で
廻
廊
展
示
）

十
一
月
一
日
～
十
五
日
　
　
　
武
蔵
菊
花
会
菊
花
展

※
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す

武
道

文
化

御
親
祭
百
五
十
年
大
祭

氏
子
崇
敬
者
祭

十
月
二
十
七
日（
金
）　
午
前
十
時

御
親
祭
百
五
十
年
大
祭

本
祭

十
月
二
十
八
日（
土
）　
午
前
十
時

御
親
祭
百
五
十
年
大
祭

後
祭

十
月
二
十
九
日（
日
）　
午
前
九
時

十
月
二
十
一
日（
土
）　
午
前
十
時

御
親
祭
百
五
十
年
大
祭

奉
告
祭



第二号 武　蔵　一　宮 （４）

‖　
記
念
碑
名
称　
‖　

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭
奉
祝
記
念
碑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
記
念
事
業
奉
賛
者
銘
碑

‖　
記
念
碑
建
立
地　
‖　

氷
川
神
社
境
内

‖　
石
畳
施
行
地　
‖　

楼
門（
神
門
）内
の
廻
廊
等

‖　
施
行
期
日　
‖　

平
成
三
十
年
二
月
以
降

‖　
募
金
目
標　
‖　

五
千
万
円
以
上

‖　
　
　
　
　
　
　　
‖　

一
口
金
十
万
円 

（
何
口
で
も
可
、
御
奉
賛
金
に
は
、
記
念
碑
建
立
、
記
念
事
業
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
）

‖　
個
人
御
奉
賛
金
額　
‖　

一
口
金
一
万
円 

（
何
口
で
も
可
、
御
奉
賛
金
に
は
、
記
念
碑
建
立
、
記
念
事
業
の
区
別
は
あ
り
ま
せ
ん
）

‖　
募
金
期
間　
‖　

平
成
二
十
九
年
二
月
一
日
よ
り
平
成
二
十
九
年
十
二
月
末
日

‖　
申
込
方
法　
‖　

申
込
書
に
御
奉
賛
金
を
添
え
て
氷
川
神
社
社
務
所
、
又
は
神
札
所
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
行
振
込
み
を
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
申
し
出
下
さ
い
）

‖　
御
奉
賛
待
遇　
‖　

会
社
・
団
体

御
奉
賛
金
額

奉
賛
金
額

奉
賛
者
石
碑
文
字
入
れ

祭
典
案
内

感
謝
状
・
記
念
品

そ
の
他

〈
会
社
・
団
体
〉〈
個
人
〉

　
　
　  

百
万
円
以
上

①
奉
賛
金
額

　
　
会
社
・
団
体
で
奉
賛
の
場
合
…

②　
　
会
社
名
一
社
・
団
体
名
一
団
体
と
代
表
者
一
名

　
　
個
人
で
奉
賛
の
場
合
…
個
人
名
一
名

奉　
祝　
祭

ご
案
内
は

代
表
者
一
名
様

の
み

※�

ご
案
内
は

　

�

平
成
二
十
九
年

九
月
末
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
さ
れ

た
方
で
す
。

感
謝
状

奉
祝
祭
特
別
限
定
記
念
品

刻
銘
場
所
等
に
つ
い
て

は
御
一
任
下
さ
い
。

領
収
書
は
紛
失
し
な
い

様
、
保
管
下
さ
い
。

〈
会
社
・
団
体
〉〈
個
人
〉

　
　
　  

五
十
万
円
以
上

感
謝
状

奉
祝
祭
特
別
記
念
品

〈
会
社
・
団
体
〉〈
個
人
〉

　
　
　  

十
万
円
以
上

①
奉
賛
金
額

　
　
会
社
・
団
体
で
奉
賛
の
場
合
…

②　
　
会
社
名
一
社
・
団
体
名
一
団
体

　
　
個
人
で
奉
賛
の
場
合
…
個
人
名
一
名

奉
祝
祭
特
別
記
念
品

〈
個
人
〉
五
万
円
以
上

①
奉
賛
金
額

②
個
人
名
一
名

〈
個
人
〉
三
万
円
以
上

石
碑
に
奉
賛
金
額
・
名
前
入
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
案
内
は

あ
り
ま
せ
ん
。

〈
個
人
〉
一
万
円
以
上

奉
祝
祭
記
念
品

楼
門
内 

廻
廊

記 念 碑 完 成 予 想 図

北
白
川
様
歌
碑

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭

記
念
事
業
奉
賛
者
銘
碑

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
祭

奉
祝
記
念
碑

1.0m 2.0m 1.8m

1.5m

3.0m

1.5m

記
念
碑
建
立

記

念

事

業

奉
祝

施
行
概
要

明
治
天
皇
御
親
祭
百
五
十
年
大
祭



第二号武　蔵　一　宮（５）

記
念
碑
建
立
事
業
奉
賛
者
御
芳
名（
平
成
二
十
九
年
三
月
～
平
成
二
十
九
年
五
月
）

※
申
込
順
、
敬
称
略
、
お
名
前
等
の
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
ご
容
赦
願
い
ま
す
。

個
人

澤
田
　
公
孝

森
川
　
敬
夫

森
川
し
な
子

澤
田
　
静
子

田
中
　
　
健

宮
野
　
宣
一

長
島
　
光
正

宮
城
千
津
子

島
村
昭
治
郎

山
田
　
政
一

秋
山
　
　
惇

大
野
　
義
礼

礒
端
　
保
彦

礒
端
　
里
美

齋
藤
　
勝
彦

橋
本
登
志
枝

岩
井
　
淳
郎

小
峯
　
政
昭

星
野
　
幸
正

星
野
　
昇
保

須
藤
　
和
英

尾
熊
徳
太
郎

田
口
　
征
雄

川
元
麻
実
子

中
神
　
厚
子

百
万
円

五
十
万
円

十
万
円

十
万
円

高
木
　
真
人

星
野
　
正
昭

澤
田
　
勝
治

細
谷
　
　
泰

細
谷
美
喜
子

細
谷
　
基
秀

渋
谷
　
　
篤

黒
須
　
正
平

小
澤
　
一
三

清
水
　
賢
一

西
⻆
井
錦
子

井
山
　
桂
子

篠
田
　
友
里

新
井
　
一
年

榊
原
　
大
蔵

永
井
　
保
彦

佐
藤
祐
貴
資

太
田
　
謙
治

水
越
　
利
夫

水
越
登
志
子

星
川
　
双
葉

天
野
　
好
章

山
口
　
　
忠

岡
田
　
　
建

大
谷
　
富
夫

武
田
　
　
淳

法
人

武
蔵
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
谷
　
義
武

清
水
建
設
株
式
会
社
　
関
東
支
店
　

　
常
務
執
行
役
員
支
店
長
　
山
中
　
庸
彦

有
限
会
社
野
口
薬
局

　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
野
口
　
和
宏

不
二
サ
ッ
シ
株
式
会
社

　
　
　
代
表
取
締
役
社
長
　
吉
田
　
　
勉

株
式
会
社
み
ど
り
建
設
　
　
加
藤
　
芳
夫

医
療
法
人
　
大
宮
林
医
院
　
林
　
　
正
敏

寿
能
町
一
丁
目
氏
子
会

土
呂
　
神
明
社

　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
コ
ヤ
マ

宮
前
氷
川
神
社

大
宮
交
通
株
式
会
社

三
矢
交
通
株
式
会
社

三
百
万
円

百
万
円

五
十
万
円

二
十
万
円

十
万
円

十
万
円

五
万
円

一
万
円

阿
泉
　
秀
典

鈴
木
　
　
潔

塚
原
　
信
五

田
口
　
喜
也

関
根
　
規
雄

加
藤
　
勝
俊

入
江
　
安
博

瀬
川
　
　
勝

小
杉
　
靖
児

松
岡
　
勇
介

関
　
　
弘
典

築
地
　
　
寛

渋
谷
　
　
藏

渋
谷
久
美
子

折
原
　
栄
一

阿
部
　
順
之

髙
木
　
圭
美

宮
井
　
　
章

宮
井
芙
美
子

宮
井
利
香
子

飯
田
　
　
正

嶋
田
　
浩
典

嶋
田
亜
也
子
　

松
澤
　
正
明

井
本
　
征
勝

細
田
　
博
之

細
田
　
美
幸

工
藤
　
道
弘

工
藤
　
明
子

工
藤
　
航
平

飯
塚
　
博
幸

宮
原
多
喜
男

宮
﨑
　
和
江

中
原
　
頼
幸

窪
田
　
智
光

䑓
　
　
知
樹

小
山
　
正
久

岩
井
　
住
男

赤
澤
　
　
宏

赤
澤
千
惠
子

根
岸
　
　
一

大
野
　
三
秋

髙
山
　
賢
三

松
﨑
　
新
也

小
林
　
　
誉

小
島
　
正
己

川
嶋
　
雅
夫

波
田
野
晴
一

𠮷
田
　
　
隆

薄
田
　
治
雄

前
田
　
光
男

中
里
　
康
郎

田
島
　
一
男

　
奉
賛
金
の
受
付
を
開
始
し
て
以
降
、
多
く
の
御
篤
志
を
頂
戴
致
し
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
皆
様
の
御
芳
名
を
御
紹
介
し
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

大
和
田
町
　
鷲
神
社

加
茂
神
社

株
式
会
社
中
村
写
真
館

正
一
位
倉
屋
敷
稲
荷
神
社

有
限
会
社
久
世
造
花
工
芸

オ
リ
エ
ン
タ
ル
火
工
株
式
会
社

株
式
会
社
和
泉
空
調
設
備

深
作
氷
川
神
社
世
話
人
一
同

柳
生
心
眼
流
兵
法
柳
正
館

有
限
会
社
宮
善
商
店

五
万
円

二
万
円

一
万
円

五
万
円

三
万
円

久
世
　
晴
雅

栗
田
　
民
夫

北
﨑
　
建
生

長
山
　
明
子

江
川
　
　
勇

大
野
　
敏
子

仙
頭
　
和
明

浅
野
　
　
拓

藤
田
　
雅
也

飯
山
　
義
雄

庄
司
　
昭
典

辻󠄀
　
　
弘
江

新
井
　
　
守

中
野
　
啓
子

馬
田
　
茂
喜

島
田
　
正
秀

吉
久
　
佳
子

天
野
　
加
奈

石
井
　
邦
明

寺
門
久
仁
子

粕
谷
　
修
治

田
島
　
　
薫

斎
藤
　
孝
次

酒
井
　
崇
徳

木
下
　
永
子

石
井
　
雅
子



第二号 武　蔵　一　宮 （６）

　
四
月
五
日
～
七
日
の
三
日
間
に
わ

た
り
鎮
花
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
祭

典
中
に
は
五
才
～
九
才
の
女
の
子
六

名
に
よ
り
花
し
づ
め
の
舞
が
奉
奏
さ

れ
ま
し
た
。祭
典
後
に
は
日
に
よ
り
、

乙
女
舞（
豊
栄
の
舞
）や
浦
安
の
舞
の

奉
奏
が
あ
り
、
三
日
間
で
二
十
七
名

に
御
奉
仕
頂
き
ま
し
た
。

　
五
月
五
日
祝
子
祭
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
供
達
の
成
長
を
祝
い
、

益
々
の
成
長
と
健
康
を
祈
願
し
、
特

殊
神
饌
と
し
て
筍
が
お
供
え
さ
れ
ま

し
た
。

　
五
月
十
日
～
十
二
日
の
三
日
間
に

わ
た
り
世
話
人
旅
行
を
実
施
致
し
ま

し
た
。
本
年
は
神
奈
川
県
相
模
原
市

鎮
座
の
亀
ケ
池
八
幡
宮
を
正
式
参
拝

致
し
ま
し
た
。
三
班
合
わ
せ
て
約

百
六
十
名
の
御
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　
疫
病
が
流
行
す
る
の
を
未
然
に
防

ぎ
止
め
る
よ
う
祈
願
す
る
道
饗
祭
が

五
月
二
十
一
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
本
殿
祭
の
後
、
三
の
鳥
居
隣
の

神
楽
殿
に
て
斎
場
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

鎮
花
祭

祝
子
祭

世
話
人
旅
行

さ
い
た
ま
市
職
場
体
験

道
饗
祭

社
頭
往
来

　
五
月
十
日
～
十
二
日
ま
で
さ
い
た

ま
市
中
学
生
職
場
体
験
事
業
「
未
来

く
る
ワ
ー
ク
体
験
」
で
桜
木
中
学
校

の
生
徒
四
名
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

境
内
清
掃
や
御
札
の
授
与
の
他
、
最

終
日
に
は
舞
殿
に
て
豊
栄
の
舞
を
奉

奏
頂
き
ま
し
た
。



第二号武　蔵　一　宮（７）

　
公
益
社
団
法
人
さ
い
た
ま
観
光
国

際
協
会
主
催
の
第
三
十
六
回
大
宮
薪

能
が
五
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の

二
日
間
、
三
の
鳥
居
と
神
橋
間
の
特

設
舞
台
で
演
能
さ
れ
ま
し
た
。

　
氷
川
ほ
た
る
の
杜
主
催
の
蛍
観
賞

会
が
六
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
に

わ
た
り
蛇
の
池
周
辺
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
第
三
回
目
と
な
る
今
回
は
合

計
千
二
百
匹
の
蛍
を
放
生
し
昨
年
を

上
回
る
六
千
人
の
方
に
ご
観
賞
頂
き

ま
し
た
。
両
日
と
も
参
道
で
は
大
宮

の
飲
食
店
が
出
店
す
る
氷
川
マ
ル

シ
ェ
が
開
催
さ
れ
、
四
日
に
は
大
宮

ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　
特
殊
神
饌
で
粽
を
お
供
え
す
る
粽

神
事
が
六
月
五
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
古
く
は
端
午
の
節
句
に
行
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
明
治
の
改
暦
以

降
は
真
菰
の
成
長
の
関
係
も
あ
り
、

現
行
の
六
月
五
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の
二

日
間
、
新
採
用
の
出
仕
補
を
中
心
に

祭
祀
舞
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
講
師
に
静
岡
市
鎮
座
翁
稲
荷
神

社
宮
司
の
牧
田
明
子
先
生
を
お
招
き

し
、
豊
栄
の
舞
の
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
豊
栄
の
舞
は
諸
団
体
の
正
式
参

拝
、
秋
の
観
月
雅
楽
演
奏
会
等
で
奉

　
六
月
十
七
日
呉
竹
荘
に
て
氏
子
青

年
会
、
敬
神
婦
人
会
の
会
員
を
対
象

に
合
同
勉
強
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
講
師
に
作
家
で
国
史
研
究
家
の

小
名
木
善
行
先
生
を
お
招
き
し
「
天

照
大
御
神
と
須
佐
之
男
命
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
両
団
体

合
わ
せ
て
約
八
十
名
の
受
講
者
は
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
半
年
間
の
罪
穢
れ
を
祓
う
大
祓
式

が
六
月
三
十
日
午
後
二
時
よ
り
雨
儀

に
て
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
六
月
の
大

祓
式
は
夏
越
の
大
祓
と
も
い
わ
れ
、

茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
て
災
厄
を
祓
う
事

か
ら
輪
く
ぐ
り
の
神
事
と
も
い
わ
れ

ま
す
。
本
年
の
茅
の
輪
は
六
月

二
十
四
日
よ
り
七
月
二
日
ま
で
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

薪
能

第
３
回
氷
川
ほ
た
る
観
賞
会

粽
神
事

祭
祀
舞
研
修
会

氏
青
・
婦
人
会
合
同
勉
強
会

大
祓
式

が
あ
っ
た
事
も
あ
り
、
二
日
間
で

五
万
人
の
人
出
で
賑
い
ま
し
た
。

奏
致
し
ま
す
。



第二号 武　蔵　一　宮 （８）

　
桜
が
満
開
に
近
付
い
た
四
月
二

日
、
大
宮
剣
道
連
盟
の
中
村
好
一
副

会
長
他
五
名
の
方
々
に
よ
り
剣
道
形

の
奉
納
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
ヤ
ー
」、

「
ト
ー
」
の
掛
け
声
と
共
に
行
わ
れ

る
演
武
に
境
内
の
約
百
名
の
参
拝
者

も
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
埼
玉
県
茶
道
協
会
に
よ
る
春
の
茶

会
が
四
月
二
十
二
日
勅
使
館
及
び
呉

竹
荘
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
四
百
名
の
参
加
者
で
賑

い
、
茶
の
湯
を
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　
五
月
十
二
日
埼
玉
県
神
社
庁
新
庁

舎
竣
功
に
あ
た
り
奉
告
祭
が
押
田
豊

副
庁
長
、
県
内
の
祭
式
講
師
、
雅
楽

講
師
あ
わ
せ
十
四
名
で
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。
中
山
高
嶺
庁
長
は
じ
め
約

百
二
十
名
の
参
列
者
が
あ
り
、
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
弓
道
大

会
が
御
親
祭
百
五
十
年
の
冠
を
付
け

　
弓
馬
術
礼
法
小
笠
原
流
埼
玉
菱
友

会
に
よ
る
小
笠
原
弓
道
が
五
月

二
十
八
日
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
宗
家

小
笠
原
清
忠
氏
、
東
⻆
井
権
宮
司
見

分
の
も
と
、
蟇
目
の
儀
の
後
、
百
手

式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
百
手
式
は
会
員
約
五
十
名
に
よ
り

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
全
員
皆
中
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

大
宮
剣
道
連
盟
剣
道
形
奉
納

埼
玉
県
茶
道
協
会
茶
会

埼
玉
県
神
社
庁　
新
庁
舎
竣
功
奉
告
祭

桜
祭
弓
道
大
会

小
笠
原
流
弓
道

奉
祝
・
営
繕
事
業

四
月
五
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
記

念
大
会
と
な
っ
た
本
年
は
例
年
以
上

の
参
加
者
で
約
八
百
名
に
の
ぼ
り
ま

し
た
。
三
の
鳥
居
内
は
高
校
生
、
西

駐
車
場
は
大
学
生
、
社
会
人
と
二
カ

所
に
分
か
れ
盛
況
裡
に
閉
幕
致
し
ま

し
た
。



第二号武　蔵　一　宮（９）

　
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
五
日
よ

り
着
工
、
九
月
十
六
日
に
地
鎮
祭
を

斎
行
し
た
西
廻
廊
が
竣
功
し
、
竣
功

祭
が
四
月
十
九
日
工
事
に
携
わ
っ
た

㈱
み
ど
り
建
設
様
、
㈱
日
本
建
築
工

芸
設
計
事
務
所
様
、
松
井
建
設
㈱
様

の
各
御
代
表
様
御
参
列
の
も
と
厳
粛

に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
㈱
エ
バ
ン
ス
様
よ
り
境
内
社
の
稲

荷
神
社
に
鳥
居
の
御
奉
納
を
頂
き
、

奉
告
祭
が
四
月
二
十
七
日
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。
エ
バ
ン
ス
様
か
ら
の
御
奉

納
は
今
回
で
三
基
目
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　
参
道
の
土
壌
改
良
と
参
拝
の
折
に

四
季
折
々
の
花
が
楽
し
め
る
よ
う
に

と
中
低
木
の
植
樹
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
現
在
は
三
の
鳥
居
か
ら
二
の
鳥

居
の
中
間
ほ
ど
で
す
が
、
徐
々
に
範

囲
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
の
で
皆

様
の
御
理
解
を
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　
例
年
、
大
祓
式
に
合
わ
せ
展
示
さ

れ
る
書
元
会
に
よ
る
書
道
の
廻
廊
展

示
が
本
年
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の

会
員
の
作
品
で
御
親
祭
百
五
十
年
を

主
題
と
し
た
今
回
は
「
い
け
」、「
と

　
六
月
十
一
日
明
倫
無
外
流
形
山
会

に
よ
る
居
合
術
の
奉
納
演
武
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。
内
藤
寛
会
長
他
九
名
、

正
式
参
拝
の
後
、
舞
殿
に
て
居
合
形

演
武
や
組
居
合
演
武
の
奉
納
を
頂
き

ま
し
た
。

西
廻
廊
竣
功

鳥
居
奉
納
奉
告
祭

参
道
植
樹

書
元
会
書
道
廻
廊
展
示

明
倫
無
外
流
形
山
会
居
合
術
奉
納
演
武

り
い
」、「
お
ま
つ
り
」、「
大
は
ら
い
」、

「
祭
り
の
心
」、「
氷
川
の
森
」、「
日

本
神
話
」、「
奉
祝
行
事
」
が
題
と
な

り
ま
し
た
。
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例
祭
前
日
祭

　
　
　
　
　
七
月
三
十
一
日

例　
祭　
　
八
月　
　
一
日

神
幸
祭　
　
八
月　
　
二
日

献
詠
祭　
　
八
月　
十
五
日

月
次
祭　
　
九
月　
　
一
日

献
詠
祭　
　
九
月　
十
五
日

敬
老
祭　
　
九
月　
十
五
日

秋
季
皇
霊
祭
遥
拝
式

　
　
　
　
　
九
月
二
十
三
日

秋
分
祭　
　
九
月
二
十
三
日

月
次
祭　
　
十
月　
　
一
日

抜
穂
神
事　
十
月　
　
九
日

献
詠
祭　
　
十
月　
十
五
日

祭
典
予
定

例　

祭

　
来
る
八
月
一
日
、
畏
き
辺
り
よ
り
勅
使
御

参
向
の
も
と
、
午
前
十
時
よ
り
例
祭
が
斎
行

さ
れ
、
楽
師
に
よ
り
東
游
の
御
奉
奏
が
ご
ざ

い
ま
す
。
古
来
旧
暦
六
月
十
四
日
に
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
明
治
の
御
代
に
新
暦
八
月

一
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
勅
使
奉

迎
の
為
、
各
町
内
の
山
車
神
輿
約
四
十
基
が

三
の
鳥
居
内
に
参
道
を
挟
む
よ
う
に
揃
い
大

変
賑
い
ま
す
。

神
幸
祭

　
八
月
二
日
午
後
三
時
よ
り
神
幸
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
す
。
古
く
は
旧
暦
六
月
十
五
日
、
例

祭
の
翌
日
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
例

祭
日
の
変
更
に
伴
い
現
在
の
八
月
二
日
と
な

り
ま
し
た
。
本
殿
に
て
御
神
霊
を
神
輿
に
お

遷
し
し
た
後
、
神
橋
上
で
橋
上
祭
を
執
り
行

い
ま
す
。
神
輿
の
担
ぎ
手
は
旧
神
領
地
の
六

町
内
の
氏
子
、
ま
た
氏
子
青
年
会
の
皆
様
に

御
奉
仕
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
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（
敬
称
略
）

 

四
月

　
　
　
一
日
　
宮
原
中
学
校
昭
和
四
十
三
年
卒
業
同
窓
会

　
　
　
二
日　
大
宮
剣
道
連
盟（
奉
祝
行
事
）

　
　
　
三
日　
深
谷
組
入
社
奉
告
正
式

　
　
十
三
日　
北
足
立
郡
市
氏
子
総
代
会（
埼
玉
県
）

　
　
十
六
日　
京
所
青
年
会（
東
京
都
）

　
　
十
八
日　
高
尾
氷
川
神
社
総
代
会（
東
京
都
）

　
二
十
六
日　
氷
川
神
社
敬
神
婦
人
会

　
二
十
九
日　
氷
川
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
誠
道
館
空
手
奉
納
演
武

　
　
　
　
　
　
戦
艦
武
蔵
の
会（
正
式
・
植
樹
）

五
月

　
　
　
八
日　
阿
含
宗
本
部

　
　
二
十
日　
解
脱
会
大
宮
土
呂
支
部
、

　
　
　
　
　
　
さ
い
た
ま
中
浦
和
準
支
部

　
二
十
一
日　
Ｐ
Ｈ
Ｐ

　
二
十
二
日　
監
査
会

　
二
十
六
日　
大
宮
薪
能
演
者
・
関
係
者

　
二
十
七
日　
大
宮
薪
能
演
者
・
関
係
者

　
二
十
八
日　
小
笠
原
弓
道（
奉
祝
行
事
）

　
二
十
九
日　
責
任
役
員
会
、
敬
神
講
社
理
事
会
、

　
　
　
　
　
　
氏
子
総
代
会
並
評
議
員
会

正
式
参
拝
及
び
諸
会
議

奉
納
献
華

古
流
松
藤
会

　
岩
波
　
理
豊

　
川
嶋
　
理
智

池
坊

　
草
谷
　
智
花

草
月
流

　
沖
山
　
草
俊

　
竹
下
　
尚
峰

桂
古
流

　
小
林
　
華
侊

　
高
橋
　
典
花

正
風
流
一
光
会

　
桐
生
　
一
光

古
流
松
藤
会
　

　
岩
波
　
理
豊

　
川
嶋
　
理
智

池
坊
　

　
草
谷
　
智
花

草
月
流

　
竹
下
　
尚
峰

古
流
松
藤
会
　
　

　
岩
波
　
理
豊

　
川
嶋
　
理
智

池
坊

　
草
谷
　
智
花

草
月
流
　
　
　
　

　
沖
山
　
草
俊

　
竹
下
　
尚
峰

桂
古
流
　
　
　
　

　
小
林
　
華
侊

　
高
橋
　
典
花

正
風
流
一
光
会
　

　
桐
生
　
一
光

春
草
流
　
　
　
　

　
栗
原
　
春
彩

五
月
の
奉
納
献
華

四
月
の
奉
納
献
華

六
月
の
奉
納
献
華

六
月

　
　
　
三
日　
氷
川
ほ
た
る
の
杜

　
　
　
四
日　
上
山
川
神
社
総
代
連
合
会（
茨
城
県
）

　
　
　
五
日　
東
京
女
子
大
学
同
窓
会
埼
玉
支
部

　
　
　
　
　
　
さ
い
た
ま
市
支
部
会

　
　
　
七
日　
明
治
神
宮
崇
敬
会
深
谷
・
加
須
支
部

　
　
　
九
日　
明
治
神
宮
崇
敬
会
越
谷
支
部

　
　
十
一
日　
無
外
流
形
山
会（
奉
祝
行
事
）

　
　
　
　
　　
八
幡
神
社（
埼
玉
県
）

　
　
十
二
日　
子
安
神
社
総
代
会（
東
京
都
）

　
　
十
四
日　
埼
玉
県
神
社
庁
入
間
東
支
部

　
　
十
五
日　
院
友
神
職
会
役
員
会

　
　
十
七
日　
氷
川
神
社
氏
子
青
年
会

　
　
　
　
　
　
氷
川
神
社
敬
神
婦
人
会

　
　
十
八
日　
見
沼
た
ん
ぼ
く
ら
ぶ

　
二
十
一
日　
明
治
神
宮
崇
敬
会
北
葛
・
野
田
支
部

　
　
　
　
　
　
院
友
神
職
会
埼
玉
支
部
総
会

　
二
十
四
日　
明
治
神
宮
崇
敬
会
大
里
支
部（
正
式
総
会
）

　
二
十
六
日　
例
祭
総
代
会

　
二
十
七
日　
氷
川
神
社
祭
祀
舞
研
修
会

　
二
十
八
日　
明
治
神
宮
崇
敬
会

　
　
　
　
　
　
飯
能
・
所
沢
・
入
間
・
熊
谷
支
部

　
　
　
　
　　
書
元
会（
奉
祝
行
事
）

　
二
十
九
日　
埼
玉
県
神
社
氏
子
総
代
連
合
会

　
　
　
　
　
　
入
間
西
支
部

桂
古
流

　
小
林
　
華
侊

　
高
橋
　
典
花

正
風
流
一
光
会

　
桐
生
　
一
光

春
草
流

　
栗
原
　
春
彩



第二号 武　蔵　一　宮 （12）

　
九
月
一
日
よ
り
七
五
三
祈
祷
を
お
受
け
の
方
に
は

千
歳
飴
な
ど
の
記
念
品
を
授
与
し
て
お
り
ま
す
。

　
事
前
準
備
分
が
終
了
次
第
、
通
常
の
御
祈
祷
の
授

与
品
と
な
り
ま
す
。
奉
祝
大
祭
及
び
行
事
の
開
催
日

も
御
祈
祷
は
行
い
ま
す
が
、
駐
車
場
の
不
足
や
周
辺

道
路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
御
注
意
下
さ
い
。
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　下記の日程で婚礼展示会を開催致
します。是非、おそろいでお出かけ
ください。
　心よりお待ち申し上げております。

　　　　　　　記
一、日時　平成29年8月27日（日）
　　　　　13時～16時
一、会場　氷川神社　呉竹荘
一、予約　不要
一、会費　無料

婚礼展示会のお知らせ

　当社の氏子青年会は昭和41年に
結成し本年51年目を迎えます。祭
典行事に御奉仕、清掃奉仕などの
活動を行っております。お問い合
わせは事務局まで御連絡をお願い
致します。

電話　048-641-0137
　　　（氷川神社代表番号）

氏子青年会

　当社の敬神婦人会は昭和37年に
結成し本年55年目を迎えます。参
拝者の湯茶接待や研修旅行、また
国旗小旗作りなどにより国を愛す
る心を涵養しよりよい社会づくり
の為の活動をしております。お問
い合わせは事務局まで御連絡をお
願い致します。

電話　048-641-0137
　　　（氷川神社代表番号）

敬神婦人会

七
五
三
祈
祷
の
御
案
内

七五三詣の御祈祷の際には
　　　以下の物をお渡しいたします。

北
大
宮

焼肉きんぐ

東
武
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
ラ
イ
ン


